
Linux 2.6.34+カーネルと、gcc 4.4.1/eglibc 2.11/gdb 7のツール
チェーンをベースにしたWind River Linux 4は、最新の技術と最大級
の安定性をお客様にお届けします。Wind River Linux 4は、幅広い
組込ハードウェアアーキテクチャをサポートし、カーネルベースの
KVMから、最新のマルチプロセッサでイノベーションを実現する
Wind River Hypervisorまで、業界一多様な、仮想化およびマルチコ
アオフロード機能をご提供します。

完全なプラットフォームがもたらすイノベーション
Wind River Linuxは、最もフレキシブルなOS上で、高性能製品の開
発に必要なすべてのものをご提供します。何百ものオープンソース
パッケージから選択することで、初日から開発を始めることがで
き、主な組込アーキテクチャをすべてサポートする、業界一のハー
ドウェアサポートを活用することができます。完璧にテストされ、
完全にサポートされたオープンソースコード上に構築することで、
元となっているオープンソースから、パッチ、パッケージ、または
独自のコードなどの追加によるすべての修正事項に至るまで、お客
様の製品の系統を完全にトレースすることができます。この透明性
は、テスト、デバッグ、およびライセンスドキュメントの作成、ま
たは製品の改修時には、計り知れない利点となります。

事前にコンフィギュレーションされた
プロファイルが市場投入までの時間を短縮
Wind River Linuxでは、業界や製品タイプに合わせてシステムプロ
ファイルが事前にコンフィギュレーションされているため、開発工
程をスピードアップできます。Wind River Linuxでは、使用頻度の
高いパッケージを特定し、組み立て、統合してあるため、数週間か
ら数ヶ月分の非差別化型作業（誰にでもできる作業）を省くことが
でき、リソースをより製品のカスタマイズに集中させることができ
ます。

強力なビルドシステムが複雑さを軽減
カーネルおよびルートファイルシステムの簡単なインストールや修
正から、組込開発特有のクロスコンパイルに至るまで、Wind River

のオープンで直感的なビルドシステムは、時間の短縮や透明性の確
保、プロジェクトやチーム内または大規模な企業間での開発パーツ
の保存や共有の管理に対する手法をご提供します。
Wind River Linux Distribution Assembly Tool（LDAT）は、「レイヤ」
に基づいて、変更点のレビューやリバースから、パフォーマンスの
問題点やバグ、不具合のすばやい対応まで、Linux開発工程の各ス
テップを合理化し、単純化します。

Wind River Linux 4
Wind River Linuxは、市場をリードする商用組込 Linux開発プラットフォームであり、リスクを排除したオープンソースソフ
トウェアの利点を製品開発者にもたらした初めての製品です。組込用に構築されたWind River Linuxは、製品ベンダーが、迅
速かつ費用対効果を上げながら高度に差別化された製品を開発、テスト、およびサポートする為に必要なすべてのコンポネン
トを、構築、統合、検証してご提供します。
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ターゲット
（製品）

アプリケーション

ホスト
（開発者ワーク
ステーション）

ハードウェア

ツールチェーン 

ビルドシステム

開発ツール

Linuxカーネル

BSP

レイヤは単一のパッケージと同じぐらい小さい場合もあり、また1

つのディストリビューションと同じぐらい複雑な場合もありため、
チームはLDATを使用してワークフローを効率よく進め、重複する
作業を取り除くことができます。また、レイヤは、シンプルで体系
立てられた方法により、オープンソースと独自のソフトウェアを分
離することもできます。

多様なツールで開発チームを強力にサポート
Wind River Linuxには、受賞歴のあるEclipseベースの開発環境、
Wind River Workbenchが同梱されています。
Workbenchは、開発のライフサイクル全体を通してさまざまな機
能をご提供するだけでなく、マルチOSやマルチコア開発を促進
し、解析やオンチップ・デバッギング等の多数の強力なツールをプ
ラグインできます。また、Wind River Linuxはオープンソースツー
ルに対応し、拡張も可能です。たとえば、完全なバックトレース機
能をoprofileやmpatrolに追加し、組込開発に適したより強力なツー
ルにすることができます。

Wind River Linux 4の新機能、Target Communication Framework

は、複数のホストやターゲット間での通信を促進します。コマンド
ラインプログラミングを好む開発者向けにも、Wind River Linuxは
多機能なツールをご提供しています。

規格準拠により品質を保証
Wind River LinuxはキャリアグレードLinux 4.0仕様として最初に公
式に認証されました。Wind River Linux 4は、高可用性、サービサ
ビリティ、およびリアルタイム性能を要件とする、次世代CGL 5.0

に準じて構築されました。
さらに、Wind River Linux 4は、アプリケーションの移植性とオー
プンAPIを要件とする間もなく発表されるLinux Standards Base 4 

(LSB)に準拠しています。また、Wind River Linuxは米国政府輸出規
則を満たしています。



仮想化ソリューションで最新のハードウェアを活用
Workbenchの開発環境と、Wind River Hypervisorを通じて、Wind 

River Linuxユーザは、非対称型マルチプロセッシング（AMP）や対
称型マルチプロセッシング（SMP）、および組込システムのマルチ
コア開発において、認証やリアルタイムを必要とする環境内でも、
パフォーマンス、コスト、電力消費面での利点を享受することがで
きます。

市場をリードするWind Riverのマルチコアおよび仮想化ソリューショ
ンは、主要なチップベンダとの緊密なパートナーシップ上に構築され
ており、Wind Riverの業界標準リアルタイムOSである、VxWorksと同
様にさまざまなハードウェアアーキテクチャに対して最適化されて
います。Wind River Linux 4は、Linux 2.6.34カーネルのKernel 

Virtual Machine（KVM）機能をサポートしています。

商用プラットフォームでリスクを緩和
Wind River Linuxは、厳密なテストやメンテナンス、サポート、サービ
ス、法律関係のリソース、そしてパートナーからの支援によって、商
用グレード、エンタープライズでも使用可能な製品となっています。 

• テスト：Wind Riverは、独自のテクノロジにも、オープンソース
　ベースのテクノロジにも高品質な製品をご提供することに尽力し
　ています。ウインドリバーの品質ポリシーには、正式なコード検
　査、ピア評価、プロジェクト評価、プログラム評価、およびトレー
　ス可能な要求変更管理が含まれます。Wind River Linuxは、サポー
　トされている基準のコンフィグレーション（開発ホスト、カーネ
　ル、およびパッケージの設定や、サポートされるボードによって
　定義される）上の主な機能を完全にテストする、系統的なプロセ
　スに従って開発されました。Wind River Linux 4は、300,000回の
　自動テストランを経て、リリースされました。
• メンテナンス：Wind River Linux開発チームにとって、メンテナ
　ンスは、オープンソースコミュニティの最新動向に合わせるだけ
　のものではありません。メンテナンスは、常に進化し、密接に結
　びつく市場内で安全な製品を維持することなのです。ウインドリ
　バーでは、専任エンジニアで構成されたチームが、Linuxコミュ
　ニティや政府機関、その他世界中の機関から毎年発行される何千
　ものセキュリティアラートを監視し、対処しています。さらに、
　最新のパッチ、サービスパック、および更新によってお客様のプ
　ロジェクトや製品が常に最新の状態に保たれるようにしています。
• カスタマーサポート：Wind River Linuxでは、認定を取得した、
　受賞歴のあるサポートチームが、24時間体制のグローバルなサ
　ポートを、現地の言語でご提供しています。
• プロフェッショナルサービス：CMMIレベル3を取得した組織であ
　る、ウインドリバープロフェッショナルサービスでは、リスクを
　削減し、お客様が製品設計の差別化や付加価値向上のための開発
　作業に専念できるよう、Linuxの受託開発をご提供しています。ウ
　インドリバープロフェッショナルサービスのチームが、ハードウェ
　アやその他のカスタマイズ、市場投入の加速化、および作業力強
　化をWind River Linuxをお使いの企業に対してご提供しています。
• ライセンス管理：ウインドリバーでは、General Public License
　（GPL）やWind River Linuxの各主要リリースに関連のあるその
　他のライセンスを、編集や文書作成時に徹底した法的レビューを
　行います。法律の専門家と独自の自動化ツールを組み合わせて、
　製品に含まれる各オープンソースパッケージを確認し、リリース
　前に、知的財産に関する問題点を識別、および解決します。知的
　財産の保護に役立つ広範囲に及ぶドキュメントをお客様にお届け
　しています。

• パートナーエコシステム：ウインドリバーのパートナーエコシス
　テムは、当社のコアテクノロジと、当社のソリューションを構築
　するために選定した主なハードウェア、ソフトウェア企業のテク
　ノロジとの間で、強力なインテグレーションをお約束するもので
　す。ウインドリバーのパートナーは、すぐに使用可能なインテグ
　レーションとサポートをご提供することで、Wind River Linuxの
　機能を拡張します。当社は、ウインドリバー製品を使用する上で、
　パートナーに生じる技術的な問題を解決するようトレーニングさ
　れています。
• 幅広いハードウェアサポート：Wind River Linux 4は、MIPS、
　MIPS64、ARM、x86、x86-64、およびPowerPCを含む、あらゆ
　る種類の組込アーキテクチャ上で動作します。また、60以上の
　ボード・サポート・パッケージ（BSP）を使用可能です。

Wind River Linux 4の新機能

カーネル
• KVMパラバーチャライゼーションデバイスドライバ（x86）
• perf/trace-cmd（ftrace）
• ユーザースペーストレースポイント
• kdb
• 非同期にリリースされるBSPの自動パッチ

パッケージ
• 95個の新パッケージ
• 最新のオープンソースにバージョンアップされた125個のパッケージ
• 142個の改善されたパッケージ

ユーザスペース
• ワークフローを合理化するコンポネント化
• x86（32/640）ターゲット上でのアプリケーションコンパイル
• 標準、およびCGL準拠ランタイムライブラリ用の
• 新しいLSBテンプレート

ツール
• 容易なパッケージデバッグ
• 多くのツールで拡張された視覚化機能、解析機能
• パッケージとしてアプリケーションをインポートする機能
• ターゲット間の通信フレームワーク
• （Target Communication Framework）

パワーマネジメント
• x86用PowerTOP 
• カーネルに追加されたAdvanced Configuration and Power Interface
（ACPI）
• ティックレスカーネル
• 低消費電力hypervisor

Wind River Linux開発者コミュニティ
• 開発者同士のサポートおよび問題解決
• リソースの共有、ユースケース、ヒントとテクニック
• ロードマップの可視性、フィードバック
• http://developer.windriver.com/
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企業がデバイススフトウェアを、より早く高品質かつ低コスト、かつ高信頼性で開発、運用、管理することを可能にします。
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